
琴浦町告示第 ６７ 号 

平成２３年度人事行政の運営等の状況 

 
 琴浦町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成 17 年琴浦町条例第 23 号）の

規定に基づき、琴浦町人事行政の運営等の状況について、次のとおり公表します。 
 
                           平成２３年１１月１５日 
                           琴浦町長 山 下 一 郎 
 
１．職員の任免及び職員数に関する状況 
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由 

  【各年 4 月 1 日現在／単位：人】 
 区分 職員数 
部門  平成２２年度 平成２３年度 

対前年増減数 主な増減理由 

議会 ３ ３   
総務 ３３ ３４ １ 企画開発増員1 所管替え+1‐1 
税務 １６ １５ △１ 分庁税務所管替え‐1 

民生 ７６ ７５ △１ 
保育園等欠員不補充‐3（臨職対応） 

福祉事務所開設準備2 
衛生 ８ ８   
労働 ― ―   

農林水産 １５ １５   
商工 ６ ７ １ 関西事務所所管替え1 
土木 ７ ７   

一
般
行
政
部
門 

小計 １６４ １６４   

教育 ２８ ２８   
消防 ― ―   

特
別
行
政
部
門 小計 ２８ ２８   

水道 ４ ３ △１ 水道管理欠員不補充‐1（臨職対応） 

交通 ― ―   
下水道 ８ ８   

その他 １３ １１ △２ 
分庁国保所管替え‐1 

介護保険‐1（臨職対応） 

企
業
等
会
計
部
門 

小計 ２５ ２２ △３  

合計 ２１７ ２１４ △３  

＊職員数は一般職に属する職員数です。



（２）年齢別職員構成の状況（平成 23 年 4 月 1日現在） 

【単位：人】 

区分 
20歳
未満 

20歳
～ 

23歳 

24歳
～ 

27歳 

28歳
～ 

31歳 

32歳
～ 

35歳

36歳
～ 

39歳

40歳
～ 

43歳

44歳
～ 

47歳

48歳
～ 

51歳

52歳
～ 

55歳

56歳
～ 

59歳 

60歳
以上 

計 

職員数 0 5 16 14 28 27 20 10 17 39 38 0 214 

 

（３）採用の状況 

  平成 23 年度採用者  7 人 
 
（４）退職の状況 

 平成 22 年度退職者  9 人 

 

 

２．職員の給与の状況 
（１）人件費の状況（普通会計決算） 

区 分 
住民基本台帳人口 

（平成23年3月31日現在） 
歳出額 実質収支 人件費 人件費率

平成22年度 19,108人 10,252,407千円 131,593千円 1,624,766千円 15.8％ 

 ＊人件費には、特別職に支給される給料、報酬等も含む。 

 

（２）職員給与費の状況（普通会計予算） 

給与費 
区分 

職員数 

（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） 

1人あたり給与費

（Ｂ／Ａ） 

平成23年度 192人 718,719千円 62,277千円 251,215千円 1,032,211千円 5,376千円 

 ＊職員手当には退職手当を含まない。 

 ＊給与費は当初予算に計上された額である。 

 

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成 22 年 4 月 1日現在） 

一般行政職 現業職（国は技能労務職） 
区分 

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

琴浦町 314,677円 345,518円 43.7歳 300,245円 310,518円 52.5歳 

国 327,205円 397,723円 42.3歳 283,862円 321,662円 49.5歳 

  

（４）職員の初任給の状況（平成 22 年 4 月 1日現在）  

琴浦町 国 

区分 
決定初任給 

採用2年経過日 

給料月額 
決定初任給 

採用2年経過日 

給料月額 

大学卒 161,600円 177,300円 172,200円 184,200円 
一般行政職 

高校卒 140,100円 148,500円 140,100円 148,500円 



（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 23 年 4 月 1日現在） 

区分 経験年数 10 年  経験年数 15 年  経験年数 20 年  

大学卒 227,700円 273,400円 309,300円 一般行政職 

高校卒 195,500円 234,600円 281,000円 

大学卒 ― ― ― 技能労務職 

高校卒 187,300円 217,700円 256,500円 

 ＊経験年数とは、採用後直ちに採用され引き続き勤務している場合は採用後の年数をいう。 

 

（６）一般行政職の級別職員数の状況（平成 23 年 4 月 1日現在） 

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 

標準的な職務内容 主事 主事 係長・主任 課長補佐 課長 課長 
計 

職員数 29人 25人 72人 48人 23人 6人 203人 

構成比 14.3％ 12.3％ 35.5％ 23.6％ 11.3％ 3.0％ 100.0％ 

 ＊琴浦町の給与条例に基づく給料表行（一）適用の級区分による職員数とする。 

 ＊標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名である。 

 

（７）職員手当の状況（平成 23 年 4 月 1日現在） 

区分 琴浦町 国 

平成２３年度支給

割合 

 

 

 

 期末手当 勤勉手当 

６月期 1.225月分 0.675月分

１２月期 1.375月分 0.675月分

計 2.60月分 1.35月分 

 

期末手当 

勤勉手当 

職制上の段階、職

務の級等による加

算措置等 

有 

支給率  

 自己都合 定年 

勤続20年 23.50月分 30.55月分 
勤続25年 33.50月分 41.34月分 
勤続35年 47.50月分 59.28月分 
最高限度額 59.28月分 59.28月分  

左に同じ 

退職手当 

一人あたり 

平均支給額 

 

 自己都合 定年 

平成22年度 20,185千円 24,705千円 

― 



扶養手当 ア． 配偶者 

イ． 配偶者以外の扶養親族のうち2人まで 

配偶者のいない職員の扶養親族のうち1人 

ウ. 満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの間にある子 

13,000円 

6,500円 

11,000円 

5,000円加算 

住居手当 ア． 月12,000円を超える家賃を支払っている借家の居住者 最高27,000円 

通勤手当 ア． 交通機関などの利用者 

  支給単位期間の通勤に要する運賃等の額 

イ． 自動車などの利用者（通勤距離２ｋｍ以上） 

最高55,000円 

 

2,000円 

～24,500円 

左に同じ 

 

（８）特別職の報酬等の状況（平成 23 年 4 月 1日現在） 

区 分 給料月額 

町 長  802,000 円  給料 

副町長 642,000 円  

議 長  321,000 円  

副議長 233,000 円  

報酬 

議 員  217,000 円  

期末手当 

 

町  長  

副町長 

議 長  

副議長 

議 員  

 

6 月期 1.40 月 分  

12 月期 1.55 月 分  

計  2.95 月 分  
 

  

 

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 
（１）勤務時間の状況 

 平成 23 年 4 月 1日現在の勤務時間は原則として次のとおりです。 
勤務時間 ８：３０～１７：１５ 
休憩時間 １２：００～１３：００ 

  ＊公務の運営上の理由により、特別な形態によって勤務する必要がある職員（保育園、

幼稚園、図書館等）は、上記以外の勤務時間の割り振りによります。 
 
（２）休暇、休業制度の実施 

  職員の休暇、休業制度については、町職員の勤務時間、休暇等に関する条例、規則や

育児休業等に関する条例、規則等に基づいて定められており、主な休暇、休業制度の

状況は次のとおりです。  

区分 
休暇（休業）期間等 

（1 年あたり） 
平成 22 年度の取得状況 

年次休暇 20 日 平均取得日数 7 日 



夏季休暇 3 日以内 平均取得日数 3 日 
病気休暇 90 日以内 取得者      19 人 

（5日以上連続して取得した者 15人） 
介護休暇 6 月以内 取得者 0 人 
育児休業 子が3歳に達する日までの期間 取得者 12 人 

（平成22年中の新たな取得者 6人） 
 
 
４．職員の分限及び懲戒処分の状況 
（１）分限処分の状況  

平成２２年度の分限処分の状況は、つぎのとおりです。 
降任 免職 休職 降格 合計 
0 人 0 人 2 人 0 人 2 人 

 ＊分限処分とは、公務の能率の維持及びその適正な運営の確保の目的から、職員がその

職質を十分に果たすことができない場合に行われる、職員の意に反する不利益な身分上

の変動をもたらす処分のことをいいます。 
 
（２）懲戒処分の状況 

 平成２２年度の懲戒処分の状況は、つぎのとおりです。 
戒告 減給 停職 免職 合計 
0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

 ＊懲戒処分とは、公務における規律と秩序を維持する目的から、職務上の義務違反など、

公務員としてふさわしくない非行がある場合に行われる処分のことをいいます。 
 
 
５．職員の服務の状況 
（１）職務専念義務免除の状況 

 平成 22 年度の職務専念義務免除の状況は、つぎのとおりです。 
免除の事由 平成 22 年度の承認件数 
研修を受ける場合 ４件 
定期健康診断等、厚生に関する計画の実施に参加する場合 ６件 
任命権者が特に認める場合（職員永年勤続表彰式出席等） ２件 
合計 １２件 

 ＊町職員は、法律または条令に特別の定めがある場合を除き、その勤務時間中において、

職務に専念する義務があります（地方公務員法第 35 条）が、合理的な理由がある場合

には、限定的にその免除が認められています。 
 
 



６．職員の福祉及び利益の保護の状況 
（１）平成 22 年度健康管理事業 

主な項目 対象者等 実施状況 
・ 日帰り人間ドック 
・ 定期健康診断 
・ ヘルスアップセミナー 
・ メンタルヘルス対策事業所

属所支援 

・ 管理監督者のためのメンタ

ルヘルス研修会 

・ 職員のためのメンタルヘル

ス研修会 

・ 職場内メンタルヘルス研修

会 

35 歳以上の職員 
人間ドック対象者以外の職員 
希望者 
（職業性ストレス簡易調査を全職員実施） 

 

希望者 
 
希望者 
 
希望者 

121 人 

99 人 

3 人 

全職員 

 

 9 人 

 

19 人 

 

51 人 

 
（２）平成 22 年度福利厚生事業に係る決算額 

   ６,４２４千円 （内職員厚生会負担金８００千円） 
 
（３）平成 22 年度福利厚生事業 

・スポーツ大会参加助成（10 種目） 
・職員研修参加助成    （10 コース） 

・その他 
 
（４）平成 22 年度共済制度の状況 

 社会保険制度の一環として、鳥取県市町村職員共済組合に加入 
 当該共済組合により短期給付（医療保険）、長期給付（年金）のほか、福祉事業が行われ

ています。 
 


